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１．活動のテーマ
＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．探究活動の実践
＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り
＜振り返りによって得た先生の気づき＞
すくわくプログラムの活動の時だけでなく、普段の生活の中や公園へのお散歩など体を動かす機会はたくさんあり、日頃から運

動遊びに繋げていくにはどのような環境設定がいいのか？を考えるようになった。また、子どもへの声がけひとつでやる気や意

欲を引き出せることもあるので、子どもの特性に応じてどんな声がけをしていったら良いか考えるようになった。

先生も子どもたちに負けてはいられないので、日頃からトレーニングをするようになり健康的な生活になった。

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

運動遊びをとおして、子ども達の健康な身体を作り、心の成⾧も育む。

また、さまざまな運動器具に触れることで、「どうやったら、思い通りになるのだろう？」という興味の幅が広がり、運動への

興味関心が深まる為。

子ども達の自己肯定感や思いやりといった豊かな心の育ちを保育者が寄り添いながらサポートしていく。

令和7年7月～令和8年2月まで

6回（7月,9月,10月,11月,1月,2月）

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

ホールのデザイン: ホールには、サーキット運動やドッヂボールなどの活動ができるような器具を揃える。また、子供たちが自由

に触れて遊べるように設置することで、日常の保育でも運動を楽しむ機会を増やす。

日常の保育時間のデザイン: お散歩でよく行く公園でも運動遊びができるように、ボールや縄跳び、竹馬等を準備し子ども達がが

安全に遊べる環境を整えます。

運動遊びを通じて「どうやったらできるの？」「むずかしい！」といった子ども達の声を問いとして設定する。

運動用具をどのように動かしたり利用しているかを動画や写真などで記録しながら、子ども達にもわかるように言語化して伝え

る。そのBefore＆Afterの子ども達の様子を探究する。活動を実施した日の午睡の時間に、午睡当番以外の保育士が集まり、活動

内容の振り返りを行う。振り返りの結果は、園のブログで保護者にも共有する。

活動の一環として、アスレチック体験に屋内施設へ行ったときのこと。

園にはないボルダリングにも挑戦した４歳児と５歳児。さすがは５歳児の園児たち。こちらからのアドバイスもなしにスタート

からゴールまでの１５ｍ程をスイスイと渡ってしまいます。それに比べ４歳児クラスの園児は握力に頼っているようで中々うま

く進みません。それでも、「手と足を交互に動かしてごらん」と伝えると少しずつですが、それでも着実に渡っていくことがで

き、みんな達成感に包まれていました。

ちょっと怖いけどみんなと一緒に挑戦すると楽しい！やってみたい！と子どもたちのやる気も見られました。すくわくプログラ

ムを通じて、体を動かす楽しさを味わってほしい、ちょっと難しいと思うことにも挑戦する気持ちを育てたい、という私たちの

願いも果たせたように思います。
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心と身体を育む運動遊び
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